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1 日の流れ

　牡鹿鯨まつり復活祭   

　津波の被災により今回の鯨まつりは牡鹿公民館跡地での開催となりま

した。まず、近くのお寺で供養祭がおこなわれ、その後会場で 10 時か

らオープニングセレモニーが始まり、オープニングセレモ二ーが終わる

とステージでは地元の小中学生によるソーラン節や太鼓の披露、金華山

龍踊りや鮎川七福神舞がおこなわれ、たくさんの人で賑わいました。ま

た、11 時 30 分から鯨肉の無料配布が行

われ、多くの人が鯨に舌鼓をうちました。

 

　夏の「牡鹿半島の暮らし展 in 鮎川」でお話を伺った鮎川の捕鯨会社の

所長さんから「鯨まつりで鯨肉を振る舞うから配布の手伝いをしてほしい」

と声を掛けていただきました。そこで 10 月 13 日（日）、お祭りのメイン

イベントとされるツチクジラの炭火焼の無料配布のお手伝いと、夏の鮎川

展の補充調査を目的として、牡鹿鯨まつり復活祭に参加してきました。

  

    

はじめに

 

　鯨まつりとは鮎川が「捕鯨の町」

として栄えてきた頃、その名を全

国に広めるために始められたとさ

れます。元々は地元の消防団を主

体としておこなわれていましたが、

高度経済成長とともにその形を変

え、芸能人企画や花火大会、商業

捕鯨の実砲実演がおこなわれたり

するようになります。

　本来は毎年 8月のお盆前に鮎川港で開催されていたお祭りですが、震

災で一時休止されており、この度3年ぶりに復活祭として開催されました。

　商工会長さんは「まだまだ震災前と同じようにとはいかないが、鮎川

港の修復が完了すればまた以前と同じようにお祭りを開催できる」とおっ

しゃっていました。

    

鯨まつりの概要

メインステージの様子

鯨肉配布の様子

 

　鯨まつりの開会前、会場近くの鮎川観音寺にて、鯨と東日本大震災

犠牲者の合同供養祭がおこなわれ、鯨、震災犠牲者の順でお経が読ま

れた後、約 20 人の参列者が焼香をしました。

　住職の方によると鯨まつりの中で供養祭がおこなわれるようになっ

たのはわりと最近だということでした。鮎川観音寺の本堂には鯨の彫

刻が奉納物として納められており、外には鯨の慰霊碑もありました。

　

鯨・震災犠牲者合同供養祭

鯨肉の配布

 

　

  

    

　この日無料配布されたのはツチクジラ

の肉で、焼きあがった肉は商工会女性部

の方たちが１人分ずつに切り分けていま

した。学生たちはその肉を並んでいるお

客さんに配るお手伝いをしました。
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